
議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。
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お手数ですが

切手をお貼り

ください

郵送する場合
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歳入・歳出って？

体
と
し
て
重
大
問
題
。
ま
た
、
そ
れ

ら
の
根
本
原
因
が
不
明
な
ま
ま
で
あ

り
、
今
後
の
再
発
防
止
策
を
講
じ
る

う
え
で
も
、
監
視
機
関
で
あ
る
議
会

と
し
て
更
な
る
調
査
が
必
要
。
あ
わ

せ
て
、
今
後
の
財
政
見

通
し
等
も
調
査
研
究
が

必
要
で
あ
る
。

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
就
業
す

る
。雇
用
契
約
が
結
ば
れ
、県
の
最
低

賃
金
以
上
の
時
給
が
支
払
わ
れ
る
。

◇
就
労
移
行
支
援
：
一
般
企
業
で
働

く
こ
と
を
め
ざ
し
、
２
年
以
内
の
期

限
で
訓
練
を
す
る
。
一
般
企
業
で
の

実
習
、
職
場
探
し
な
ど
を
支
援
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

Ａ
型
事
業
所
が
市
内
に
少
な
い
が
、

市
外
の
Ａ
型
事
業
所
に
通
所
し
て
い

る
利
用
者
が
ü÷
人
お
り
、
需
要
は
あ

る
と
考
え
る
。
市
外
か
ら
の
利
用
も

見
込
ま
れ
る
た
め
、
よ
り
積
極
的
な

事
業
所
誘
致
が
必
要
で
あ
る
。
各
部

署
や
団
体
と
横
断
的
に

連
携
し
、
事
業
を
拡
充

す
る
必
要
が
あ
る
。

本
市
は
基
金
の
約
７
割
を
超
長
期

の
国
債
等
で
保
有
。
令
和
５
年
・
６

年
度
は
今
後
の
資
金
需
要
を
考
慮

し
、
一
部
債
券
の
売
却
に
よ
り
売
却

損
を
発
生
さ
せ
た
。
平
成
ú÷
年
以
降

の
資
金
運
用
に
関
す
る
法
令
等
と
の

整
合
性
と
今
後
の
財
政
運
営
へ
の
影

響
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

調
査
結
果

①
基
金
運
用
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ

ス
等
②
基
金
運
用
に
係
る
内
部
統
制

③
債
券
運
用
に
係
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ

④
資
金
運
用
会
議
⑤
資
金
運
用
方
針

等
⑥
基
金
の
現
状
と
今
後
の
行
財
政

本
市
に
お
け
る
障
が
い
者
の
就
労

支
援
施
設
を
確
認
し
、
就
労
支
援
の

実
情
や
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
調

査
し
た
。

運
営
へ
の
影
響
⑦
基
金
に
関
す
る
制

度
等
⑧
市
民
・
議
会
へ
の
説
明
⑨
そ

の
他
、
大
き
く
９
点
に
わ
た
り
調
査

し
た
。
基
金
運
用
に
関
し
て
市
の
規

則
や
規
程
、
方
針
や
基
準
等
の
遵
守

が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
、
会
議
や

協
議
内
容
等
の
記
録
が
無
い
た
め
、

不
明
点
が
多
く
残
る
調
査
結
果
と

な
っ
た
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

基
金
総
額
の
う
ち
債
券
保
有
率
が

約
７
割
、
保
有
の
債
権
価
格
下
落
の

影
響
で
約
ùú
億
円
の
含
み
損（
令
和

６
年
９
月
時
点
）に
つ
い
て
市
は「
今

後
の
現
金
確
保
に
懸
念
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
る
」と
し
て
お
り
、
住
民

福
祉
の
増
進
が
基
本
の
地
方
公
共
団

調
査
結
果

市
に
は
現
在
ø÷
カ
所
の
就
労
支
援

施
設
が
あ
る
。
内
訳
は
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
ø÷
カ
所
、
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
１
カ
所
、
就
労
移
行
支
援
１
カ

所
、就
労
定
着
支
援
１
カ
所
で
、併
設

で
運
営
し
て
い
る
事
業
所
で
あ
る
。

◇
支
援
Ｂ
型
：
労
働

時
間
の
制
約
は
な
く

自
分
の
ペ
ー
ス
で
通

い
な
が
ら
能
力
を
向

上
さ
せ
、
社
会
活
動

の
場
と
し
て
利
用
。

◇
支
援
Ａ
型
：
障
が

い
の
あ
る
仲
間
と
共

に
週
ù÷
時
間
以
上
の

勤
務
を
原
則
と
し
、
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基
金
運
用
に
関
す
る
法
令
等
と

の
整
合
性
お
よ
び
今
後
の
財
政

へ
の
影
響
を
調
査

障
が
い
者
の
就
労
支
援
の
実
情

を
調
査
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委
員
会
か
ら
の
提
言

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
維
持
管

理
、
長
寿
命
化
等
に
対
応
す
る
専
門

性
の
高
い
職
員
の
確
保
と
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
予
防
保
全
へ
の

計
画
的
な
予
算
確
保
が

必
要
と
考
え
る
。

道
路
・
橋
梁
・
下
水
道
等
の
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が

全
国
で
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
危
険

性
に
お
い
て
は
、
本
市
も
例
外
で
は

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、

本
市
に
お
け
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
長

寿
命
化
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
を
実

施
し
た
。

調
査
結
果

公
共
下
水
道
事
業
の
人
口
普
及
率

は
令
和
５
年
度
で
ĀĀ
・
７
％
と
な
り
、

概
ね
整
備
が
完
了
。
現
在
は
下
水
道

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
よ

る
管か

ん
き
ょ渠

更
新
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
市
は
、
市
道
維

持
事
業
、道
路
ス
ト
ッ

ク
修
繕
更
新
事
業
、

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

事
業
に
よ
り
機
能
保

全
と
安
全
性
向
上
に

努
め
て
い
る
。

市
道
維
持
は
、
日

常
的
点
検
と
緊
急
工

事
等
で
維
持
管
理
を

実
施
。
道
路
ス
ト
ッ
ク
は
、
道
路
の

長
寿
命
化
や
修
繕
費
縮
減
を
目
的
と

し
た
舗
装
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
に
実
施
。橋
梁
長
寿
命
化
は
、

個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
健
全
度
判

定
に
よ
り
令
和
５
年
度
末
øý
橋
が
工

事
完
了
し
、
進
捗
率
þ÷
％
で
あ
る
。
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公
共
施
設
の
長
寿
命
化
に
つ
い

て
調
査
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12議会だより  ふくつ



紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、切手を
貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行政セ
ンター設置の意見箱に投函してください。なお、右の
感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  予算は未来への選択肢

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2025.夏号2025.夏号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　中村 恵輔
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　大山 隆之　　岩下 　豊
　　　　　　井手口 忠信　倉元 敏徳

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

夏

同
市
議
会
建
設
水
道
委

員
会
が
、
本
市
と
ひ
か
り

の
み
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
福
津
と
の

連
携
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

担
う
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
ふ
く
つ
観

光
協
会
、
福
津
い
い
ざ
い

等
の
観
光
事
業
の
体
制
等

も
紹
介
し
ま
し
た
。

同
市
議
会
の
議
会
広
報

委
員
会
が
、
本
市
の
議
会

だ
よ
り
の
制
作
に
つ
い
て

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
と
の
い
い
関
係
を

め
ざ
す
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

経
緯
や
推
進
プ
ロ
セ
ス
、

表
紙
や
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ

ト
の
工
夫
等
を
紹
介
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
参
加

型
の
特
集
記
事
や
市
民
の

声
を
紹
介
す
る
お
た
よ
り

カ
フ
ェ
、
裏
表
紙
の
漫
画

コ
ー
ナ
ー
の
取
り
組
み
等

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
や

意
見
交
換
が
交
わ
さ
れ
、

有
意
義
な
視
察
受
け
入
れ

と
な
り
ま
し
た
。

同
市
議
会
総
務
委
員
会

が
、
本
市
の
未
来
共
創
セ

ン
タ
ー「
キ
ッ
カ
ケ
ラ
ボ
」

と「
郷
づ
く
り
」の
取
り
組

み
に
つ
い
て
視
察
を
さ
れ

ま
し
た
。

市
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
な
ど
が
関
わ
り
未
来

創
造
や
課
題
解
決
へ
の
市

民
活
動
を
促
進
す
る
キ
ッ

カ
ケ
ラ
ボ
、
多
様
化
す
る

地
域
課
題
に
自
治
会
を
超

え
た
広
域
な
役
割
を
担
う

郷
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
。
質
疑
応

答
や
活
発
な
意
見
交
換
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
赤
穂
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

埼
玉
県
戸
田
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

兵
庫
県
豊
岡
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
な
、
や
さ
し
い
社

会
に
な
っ
て
い
っ
た
ら
良
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

紙
面
に
つ
い
て
、
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
が
あ
り
見
や
す
く
、
議
員
さ

ん
の
顔
写
真
も
載
っ
て
い
て
、
顔

と
名
前
が
把
握
し
や
す
い
で
す
。

（
ま
ん
ま
る
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

前
号
の
認
知
症
の
特
集
記
事
を

読
み
、「
ま
だ
自
分
に
は
関
係
な
い

か
な
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

読
み
進
め
る
う
ち
に
、
両
親
や
身

近
な
人
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
自

身
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
と
気

づ
き
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。「
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り

ま
し
た
。
誰
に
と
っ
て
も
や
さ
し

く
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
福
津
市
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

（
ナ
ギ
オ
カ
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

前
号
の
特
集
に
知
人
が
写
っ
て

い
て
、
お
元
気
そ
う
な
お
顔
に
と

て
も
安
心
し
ま
し
た
。

私
は
今
、
自
宅
で
一
人
暮
ら
し

で
す
。
こ
こ
が
終
の
棲
家
で
す
の

で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
支
え
合
い

な
が
ら
、
共
に
生
き
て
い
き
た
い

で
す
。昔
の
よ
う
に
歩
け
な
く
な
っ

た
の
で
、
近
く
に
ス
ー
パ
ー
が
欲

し
い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。

（
へ
ん
な
ふ
み
台
さ
ん
／
þ÷
歳
代
）

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
印
象
は
、

①
表
紙
が
特
集
に
合
っ
た
写
真
で

分
か
り
や
す
い
。
②
表
紙
や
紙
面

も
全
カ
ラ
ー
で
、
写
真
や
グ
ラ
フ

な
ど
を
多
く
使
っ
て
い
る
の
で
見

や
す
い
。
③
議
員
さ
ん
の
顔
写
真

が
あ
る
の
で
、
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
。
④
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
だ
な

～
」と
議
会
の
活
動
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
⑤
裏
表
紙
の
マ
ン
ガ
は

子
ど
も
に
も
理
解
し
や
す
い
言
葉

で
、
大
人
に
も
良
い
勉
強
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

今
後
の
特
集
テ
ー
マ
で
は
、
市

の
公
園
な
ど
を
紹
介
す
る
記
事
が

あ
れ
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
す
。

（
ゆ
か
り
さ
ん
／
ú÷
歳
代
）

前
号
の
特
集
の
認
知
症
に
つ
い

て
は
他
人
事
で
は
な
い
の
で
、
当

事
者
へ
の
接
し
方
な
ど
を
考
え
る

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　݄̏ʹ৽ࢢ長͕ब任͠ɺ݄̏ఆྫձ
Ͱʮ֨ࠎ༧ࢉʯΛՄܾ͠·ͨ͠ɻ
Ͱ͸݄̒ఆྫձͰ্ఔ͞Εͨ߸ࠓ　

ʮ೑෇͚༧ࢉʯͷ৹議Λ঺հ͍ͯ͠·
͢ɻ·ͨɺ৽ࢢ長ʹΑΔॴ信ද໌ʹର
ͯ͠૯ׅ࣭͕ٙ行ΘΕ·ͨ͠ɻ
　ಛूͰ͸ɺ̏中ֶߍͷੜెձ長Λ議
৔ʹট͖ɺ༧ࢉʹͪͳΜͩΠϯλϏϡʔ
Λ行͍ɺֶߍ΍·ͪ΁ͷ͍ࢥΛฉ͘͜
ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜ͷ৔ΛआΓͯް͘
ਃ্͛͠·͢ɻྱޚ

ʢ中村 晶代ʣ

編集後記

　議ձͷ二ͭͷ໋࢖Λ׬શʹୡ੒Ͱ͖
ΔΑ͏໋ݒʹ౒ྗ͢Δ͜ͱɻ

議員の職責

　ॅຽΛ代ද͢Δެબͷ議員Ͱߏ੒͞
ΕΔ஍ํެஂڞମͷ議ؔػࣄͰ͢ɻ

議会の地位

ᶃ஍ํެஂڞମͷ৚ྫ΍༧ࢉ౳ͷஂମ
ҙࢥΛ࠷ऴతʹܾఆ͢Δ͜ͱɻ

ᶄࣥ行ؔػͷ行ࡒ੓ͷӡӦ΍ࣄ຿ॲཧ
ͳ͍͠ۀࣄͷ࣮͕ࢪɺ͢΂ͯద๏͔
ͭద੾ʹɺެฏͰޮ཰తʹɺͦͯ͠
ຽओతʹͳ͞Ε͍ͯΔ͔Ͳ͏͔Λ൷
൑͢͠ࢹ؂Δ͜ͱɻ

議会の二つの使命

7
30

7
22

5
20

広
報
ふ
く
つ
に

挟
ま
れ
て
届
く
の
で

一
緒
に
読
ん
で
い
ま
す

①学校とまちの未来
②17人
③6億7788万円

ふ
ん
ち
ゃ
ん
を
探
せ
！

ふ
ん
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
答
え

「
認
知
症
と
共
に
生
き
る
」

を
読
ん
で
改
め
て

考
え
た
こ
と

市
の
取
り
組
み
を

知
る
機
会
と
し
て

良
い
広
報

　議ձΛ๣ௌͯ͠Έ·ͤΜ͔ɻ๣ௌͷ
ଇΛ९क͠ɺ大੠΍ഥ手ن͸ɺ๣ௌࡍ
Λݫʹ৻ΜͰ͍͖ͨͩ·͢Α͏͓͍ئ
͠·͢ɻͳ͓ɺຊձɺ༧ࢉɾܾࢉ৹ࠪ
ಛผ委員ձ͸ɺ中ܧͱ࿥ը഑信΋ͯ͠
͍·͢ɻྩ࿨�೥౓͔Βɺ
։࠵೔ͷཌ೔͔Β�೔Ҏ಺
ʹ࿥ը഑信Λ͍ͯ͠·͢ɻ
˞ୗࣇαʔϏε͋Γʢཁࣄલ༧໿ʣ

議会の傍聴 中継・録画配信

中ܧɾ࿥ը഑信

９月定例会
９月１日㈪開会
９月24日㈬閉会予定

次回の定例会

議ձ)1ࢢ

認
知
症
っ
て

“
誰
か
”
の
話
じ
ゃ

な
い
ん
だ

Β中村ਗ਼隆副議長ɺ͔ࠨ˛
髙山議長ɺ౾ా議員

ø÷
年
、
市
政
の
振
興
に
努
め
ら

れ
た
た
め
、中
村
清
隆
副
議
長
、豆

田
優
子
議
員
に
全
国
市
議
会
議
長

会
か
ら
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

15 議会だより  ふくつ


